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１．本事業の趣旨 

   日本において、救急自動車・消防自動車・塵芥収集車といった特殊用途自動車

は、自治体の下で所有・利用され、一定期間使用された後に更新を迎え廃棄される。

ただし、処分までの間、予備車や訓練車として保管・利用する事が一般的である。

一方で各自治体では、使用中の管理体制が徹底されているため、処分される車両で

も状態が良く、このような特殊車両が不足している、開発途上国からは、ぜひ譲っ

てほしいという要請が多数寄せられる。 

   一般社団法人日本外交協会(以下、日本外交協会)では、国内の各自治体及びそ

の消防本部に対して、車両更新予定を調査の上、要請条件に合うものを譲渡して

いただけるよう、協力を依頼している。その後、譲渡を受けた車両は当協会の責

任において、基本的には「引き取り」「保管」、「整備・修理」、「海上輸送」のプロ

セスに従い要請国に送り届けることになる。その際、外務省と協議・調整の上、

政府開発援助(ＯＤＡ)の中の「草の根・人間の安全保障無償資金協力」を活用し、

その後5年程度は現地にて役立てて頂ける状態にして寄贈している。 

 

２．要請団体：ベトナム社会主義共和国 地域保健教育財団(VACHE1) 

 

３．各車両のご供出先、車両情報： 救急車 10台 

 ご供出先 メーカー 車台番号 年式 

1 神奈川県 茅ケ崎市 トヨタ UZH1321000424 平成8年3月 

2 南信州広域連合 ニッサン FLWGE50000034 平成12年2月 

3 
茨城西南地方広域 

市町村圏事務組合 
ニッサン FLWGE50000284 平成14年1月 

4 
茨城西南地方広域 

市町村圏事務組合 
ニッサン FLWGE50000216 平成14年1月 

5 千葉県 成田市 トヨタ VCH38-0002072 平成16年1月 

6 神奈川県 横須賀市 ニッサン FPGE50-000036 平成16年3月 

7 神奈川県 横須賀市 トヨタ VCH380002019 平成15年11月 

8 東京消防庁 トヨタ VCH32-0001608 平成16年11月 

9 比企広域市町村圏組合 ニッサン FLWGE50000090 平成12年7月 

10 東京消防庁 トヨタ VCH320001480 平成15年10月 

 ※順不同 

 

 
1 Vietnum Association for Community Healthcare Education 



 3

４．実施の経緯 

＜要請の背景＞ 

アジアの中でも特に日本とのつながりが強く経済発展の目覚ましい国、ベトナム社会主義

共和国(以下ベトナム)は、バイク渋滞に連想させる都市部の繁栄とは逆行して、遠隔地や山

岳地帯では格差も大きく、貧困層への医療体制が乏しいのが実情であり、その対策はかねて

からの課題であった。近年、国家政策として国民の健康格差解消、健康増進を積極的に掲げ

たベトナムでは、患者を迅速且つ安全に医療施設へ移送できる手段を充実させるべく、救急

車の寄贈・支援を日本国大使館へ要請した。 

この要請を受け、日本外交協会はベトナム側のカウンターパートである地域保健教育財団

(VACHE )との間でNGO協力を結び、人道支援を目的とする救急車10台を寄贈する運びとな

った。 

  

＜整備と輸送について＞ 

寄贈にあたり車両は日本外交協会指定の整備工場にて、いわゆる法定 12 か月点検に準じる

オーバーホールを行った。車両の内部にわたり点検・整備、消耗部品の交換、外装は板金・

塗装を施し磨き上げ、立会のもと仕上がり状態を確認している。ボンネット正面左側には、

両国の友好関係を願ってクロスした国旗ステッカーを貼り付けている。※この段階で、自治

体に関する文字やロゴは全て消去済。 

その後、ベトナム政府の定める車両品質検査を受け、港にてコンテナへ2台ずつ梱包、合

計5本のコンテナで輸送された。 

なお、ベトナムはアジアの中でも輸入規制が強い事で知られ、原則として日本からの中古

車輸出はできず、また左ハンドルの国であるが、この救急車10台は特別にベトナム政府に

より認可され輸送されている。 

 

＜引き渡し式について＞ 

2011 年 月、車両の引き渡し式が盛大に行われた。日本外交協会からは寺田恭子事務局

長が、現地の日本大使館からは○○大使が、ベトナム側からは○○が参加した 

 ５．要請から実施までの流れ 

平

成

22

年 

2月10日 現地からの要請 

3月10日  

5月10日 契約締結 

平

成

23

年 

11月1日 車両整備～輸出前検査 

11月22日 日本、横浜から出港 

12月4日 ベトナム、ハイフォン港到着 

12月22日 引き渡し式 

－ 別添資料 － 

・ 「国旗」及び「地図」 ベトナム社会主義共和国 

・ ベトナム共和国 基本情報（外務省公開情報）写真：現地引渡・短期研修の様子 
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（出典 ： 外務省HP） 

【国旗】               【地図】 

 

 

 

 

 

 

 

ベトナム社会主義共和国 基本情報 

面積 32万9,241平方キロメートル 

人口 約8,970万人(2012時点、国連人口計画推計) 

首都 ハノイ 

民族 キン族 

言語 ベトナム語 

宗教 仏教、カトリック、カオダイ教他 

主要産業 農林水産業、鉱業、軽工業 

GDP 約1,377億米ドル(2012年、IMF) 

一人当たりGDP 1,523米ドル(2012年、IMF） 

日本の援助 

2012年度 ODA供与規模・実績  

円借款：2,029.26 

無償資金協力：12.23 

技術協力：85.15           (単位：億円) 

主要援助国 
日本、フランス、豪州、韓国 

（2010年度、DAC集計ベース） 

在留邦人数 11,194人(2012年10月) 

在日ベトナム人数 52,364人(2012年12月法務省登録外国人統計) 

 






